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挙此お公査三戒櫛 大 たカにだう建に致
をのる日月し本三 川 生 和事いをお残け築致し
通内も選た年三小 中 二業と得い念で設しま
じ での挙と五三 l 中 費思なてにき計まし
て公はとこ月豆 いが地思なはして
政明百言ろ末三 百円百千三 まら元いか田fても
治選人うにに三十五円百 す充皆まつ財も又
を挙中事よ自三万十 八 。実さすた政思戒
よと八をり治三四七 十 しんがこのう川
くは十知ま庁三千万 一 ての、と制通集
す「六っすで雲円六万 ゆ御今そ約り会
る 選人てと調三 千 九 き協後甚をの室
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にい せめ のの 三区間八十第九五 すは た L 侵て保 れ謝状町者員さ合長、納を年三〈療で々島
住政 んの 政市 言、区区六十区区 。次関。表良も関なた状な長に連れ結又永税各度三こ所、がで
む治 。政 治や 三小、、区四、、 の係 彰な納係お。がらよそ合た成は年成地に三とを今大あ
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々: で私や量区ノノ第、十六 々彰 行も成つ日 くに表ぞ関区協税続を毎け三なて県国医
のそ なた村言 、 制 浦 十 第 区 区 で者 つの績い国 ら感彰れ係委カ組さ納にる三三士、土三互

のて私あ期国三 地員地地 長 大 櫛 出 喜 三 す て た
でく達り待民三区長区区渡回幸第第第第浜区上伊柿和十奥高浜坂原大西生区港海区ノ松多道区柿霊 る田Jこも
あれにますの呈委委委壁常、二十四一地、区之久地九中松区谷保峯存地以区地以浦久灘上、早雲 こが
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あ活明でし三事納長組三区合長上区 上谷材区 狩松、区区区 、 事今 十、区三 ま二千建
るを選きい言務税 合区組長森四、十上区、 浜区西浜、常 奥 地坊 四建、三 し円築
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恩来この治三長策 合長野夫合七組、下積 以須区山尾区 、 松、 合区大言 。負と
うしそでを言数 委 市 長鎌雄、区台楼区区 上沢東、区区、 沖 本目 、越さ 担し
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下
須
戒
地
区
に
簡
易
水
道
が

昭
和
三
十
一
年
度

町
箱
路
算

発行所

愛媛県喜多郡

長漬町役場

印刷所岸本印刷所

で
き
ま
す

柴
、
下
須
戒
地
区
住
民
の
方
一
柴
地
区
の
給
水
は
約
五
十
戸

々
の
要
望
一
と
協
力
に
よ
っ
て
、
一
工
事
費
百
七
十
万
円
下
須
戒
地

こ
の
地
区
に
簡
易
水
道
が
で
去
、
一
区
の
給
水
は
約
白
三
十
戸
工
事

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
費
四
百
万
円
で
あ
り
さ
す
。

7llJ 

第36号

青
島
に
診
療
所
が
で
き
ま
す

り

町の県本政再建期間
らに三ヶ年短縮

一一一一一

去
る
九
月
の
町
議
会
に
お
い
て
現
在
の
長
浜
町
財
政
再
建
期

間
十
ヶ
年
間
は
さ
ら
に
三
ヶ
年
短
縮
昭
和
三
十
七
年
度
を
終
期

と
す
る
七
ヶ
年
聞
に
計
書
変
更
す
る
こ
と
に
議
決
さ
れ
ま
し
た

こ
の
期
間
短
縮
の
た
め
の
再
建
債
繰
上
償
還
の
財
源
に
は
、

町
税
の
自
然
増
百
六
十
五
万
円
交
付
税
増
五
六
四
万
円
、
積
立

金
よ
り
繰
入
れ
百
八
十
五
万
円
繰
越
金
三
百
八
十
七
万
円
、
そ

の
他
補
助
金
八
十
三
万
円
、
合
計
千
三
百
八
十
四
万
円
の
増
取

財
源
を
も
っ
て
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

尚
再
建
債
の
繰
上
償
還
に
使
い
ま
し
た
財
源
の
残
り
は
全
部

事
業
費
財
源
と
し
補
助
金
、
起
債
、
地
元
寄
附
、
負
担
金
と
合

し
て
投
資
的
事
業
五
千
六
百
九
十
三
方
余
円
の
事
業
を
行
ろ
事

に
な
り
ま
し
た
。

次
に
行
わ
れ
ま
す
事
業
の
内
議
会
で
き
め
ら
れ
た
の
を
お
知

せ
ら
し
ま
す
と
。

昭
和
三
十
七
年
度
で
絞
了

議

計

ノ')J、
多乙

決

一幽

更

怪童Zr

命。

の

養
老
院
が
白
滝
に
建
築
さ
れ
ま
す

多
年
の
要
望
で
あ
っ
た
養
老
一
尚
将
来
は
た
て
増
を
し
て
五

院
の
建
築
が
よ
う
や
く
認
め
ら
一
十
人
位
の
人
が
は
い
れ
る
よ
う

れ
白
滝
の
か
く
り
病
舎
の
あ
と
一
に
す
る
考
え
で
す
。

え
建
て
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
一
事
業
費
六
百
四
十
二
万
四
千

た

。

一

円

(

内

補

助

三

百

八

十

一

万

三

ζ

の
建
物
に
は
三
十
人
の
人
一
千
円
)

が
入
れ
ま
す
。

開丁(毎月.<-回発行)

大
和
第
二
中
学
校
櫛
生
小
学
校

戒
川
小
学
校
集
会
室
が
増
改
築
さ
れ

ま
す

な
が
ら
く
の
間
危
険
な
校
舎
と
一
と
増
築
、
改
築
さ
れ
る
事
に
な

し
て
ま
た
教
室
不
足
の
た
め
心
一
り
ま
し
た
。

配
さ
れ
て
お
っ
た
学
校
が
次
々
一
豊
茂
校
に
し
て
も
櫛
生
佼
に

==一一一三一一三三五五
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昭和33年10用20日

オーム戟術
(公明選挙強調週間

1 I月5日から 19日)

「オームも一役ってわけヨ」

一
公
明
選
皐
強
調
週
間
に
想
う

長
浜
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

大

野

長
浜
町
教
育
委
員
小
野
李
広

氏
(
二
年
委
員
)
は
昭
和
三
十

三
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
っ
た
が
、
去
る
町

議
会
に
お
い
て
再
選
さ
れ
た
。

尚
教
育
委
員
会
で
は
小
野
氏

を
引
続
い
て
教
員
委
員
会
委
員

長
に
選
任
し
た
e

丘主
_5L 

(ー)

活でおこ
を私あると
楽達るも」
しはとのだ
む健発はと
た康表吉正
めでき人し
に文れ中く
は化ま五理
ま的し十解
づなた九し
何生。人て

私が り何
達正選まよ
のし挙せり
代くにんの
表行よ。願
が使つい
選さてで
はわ国な
れ、民く
て立の て
こ派権は
そな手IJ な

挙員議長
がの会、来
行選議町春
わ挙員議は
れと、会早
る次五議々
予々月員に
定にに、県
で色参四知
あ々議月事
りの昌に
ま選議県田了

の

現

況

密造酒防止持部宣博旬開
密
造
酒
は

①
酒
税
法
に
違
反
す
る

①
大
切
な
健
康
を
害
す
る

ゆ
子
供
の
教
育
上
悪
い
影
響
を
与
え

る
④
家
庭
の
平
和
を
乱
す

⑮
密
造
酒
は
造
っ
て
も
飲
ん
で
も
処

罰
さ
れ
ま
す

五
年
迄
の
懲
役
一
五

O
万
円
ま
で
の

罰
金

働
最
近
大
州
市
内
で
酒
を
密
造
罰
金

と
体
刑
の
判
決
を
受
け
た
実
例
が

あ
り
ま
す

ヤ
ミ
酒
を
追
放
し

J

用
る
い
町
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う

(昭和33，5.31現在)

9 2 % 

昭和32年度町粧徴牧実績調
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産

諸旧法

鉱

あ
か
る
い
町
選
り
は

納
税
組
合
の
育
成
か
ら

9 2 メ主、
仁I

i盟国i月I I月5日
間
1咽;
 

口
ド
ーi盟調号車基申

J自己
議議

開
明

正¥海
卓三、

私たちの生活をよくするために言語しあし、で

公明選率についてもお亙で話しあいま うしよ



却
っ
て
生
産
管
は
節
減
さ
れ
て

安
い
麦
の
経
済
を
カ
バ
ー
し
て

居
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

つ
乙
被
覆
作
物
の
栽
培

一
土
壌
流
失
の
条
件
に
、
地
表

の
栽
培
法
と
一
又
保
水
力
の
点
か
ら
見
て
も
現
一
が
裸
で
あ
る
こ
と
と
土
壌
保
水

一
在
傾
斜
地
に
多
い
麦
の
枯
熟
現
一

土
壌
保
全
一
家
の
大
半
の
原
因
が
土
壌
水
分
一
力
の
小
さ
な
事
で
あ
ろ
う
。

一

己

一

之

が

対

策

と

し

て

敷

草

と

被

夜

最
近
に
至
り
畑
作
改
善
の
問
-
p
u
不
足
か
ら
で
あ
り
ま
す
、
一

・

一

一

作

物

の

栽

培

で

あ

る

が

、

敷

革

一
題
が
種
々
取
上
げ
ら
れ
、
検
討
一
以
上
に
よ
る
減
収
並
に
口
間
貸
の
一

一

一

一

は

容

易

に

出

来

得

な

い

が

、

被

一
さ
れ
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
つ
L
あ
一
底
下
等
に
よ
る
損
害
は
「
経
斉
一

一

一

I

F

:

一

夜

作

物

と

し

て

緑

肥

の

栽

培

は

一
り
ま
す
が
、
主
(
の
中
で
も
時
期
一
的
に
不
割
引
な
pi物
」
に
し
た
原
一
容
易
に
出
来
得
る
方
法
で
あ
る

一
的
に
検
討
改
善
を
要
す
る
も
の
一
因
と
一
式
い
得
る
の
で
あ
り
ま
す
一
特
に
有
機
質
の
運
搬
不
便
な
傾

一
に
、
麦
の
栽
培
と
土
壌
保
全
の
一
尚
、
当
地
方
に
於
い
て
も
、
石
畑
に
之
が
補
給
も
行
わ
ず
、

一
問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
常
一
線
果
樹
の
み
か
ん
闘
に
於
い
一
作
物
の
雲
市
す
ら
還
元
せ
ず
、

一
既
に
周
知
の
様
に
現
在
の
傾
斜
一
て
さ
え
、
等
高
線
栽
培
と
か
裏
一
た
主
化
学
肥
料
の
み
に
頼
っ
て

一
畑
で
普
通
慣
行
栽
培
の
場
合
、
一
潜
の
設
置
、
敷
草
、
草
生
栽
培
一
い
る
と
地
力
の
消
粍
は
蓄
し
く

一
雨
水
に
依
る
土
壊
の
護
人
量
一
は
一
等
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ
て
土
一
土
壌
条
件
は
年
々
悪
化
し
て
く

一
年
間
一
ア
ー
ル
当
り
、
四

0
0
一
壌
一
空
中
正
つ
と
め
て
い
る
の
に
一
る
か
ら
、
是
非
笑
施

M
な
け
れ

一
斑

i
五
O
O
斑
と
云
わ
れ
て
い
一
普
通
作
物
に
の
み
適
尉
さ
れ
な
一
ば
な
ら
ぬ
施
策
で
あ
り
ま
す
。

一
ま
す
。
し
か
も
こ
の
流
失
土
壌
一
い
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
尚
、
こ
の
作
物
に
、
え
ん
ど

一
は
、
土
壌
中
で
最
も
大
切
な
肥
一
こ
L
に
之
が
対
策
を
二
B

三
揚
一
う
、
蚕
豆
等
曹
を
用
い
る
時
一
は
、

一
料
成
分
を
包
含
す
る
微
粒
子
(
一
げ
て
み
ま
す
と
、
一
幼
果
の
食
糧
と
し
て
の
牧
入
も

一
コ
ロ
イ
ド
)
で
あ
り
ま
し
て
、
二
一
)
等
高
線
栽
培
一
あ
り
、
室
棄
は
高
価
な
飼
料
肥

フ
一
人
自
に
つ
く
容
積
的
な
砂
疎
岩
一
播
種
条
潜
を
横
に
し
て
地
表
一

一

一

一

料

と

な

り

、

そ

の

償

値

は

土

壌

i
一
石
等
は
残
っ
て
い
ま
す
、
一
流
水
を
な
く
す
る
。
一
保
全
の
地
で
さ
え
、
麦
の
経
済

一
例
え
ば
私
達
が
作
物
に
与
え
た
一
当
地
方
に
於
け
る
慣
行
は
従
一
を
大
巾
に
良
く
す
る
方
法
で
も

一
高
価
な
化
学
肥
科
が
、
土
壌
保
一
条
栽
培
で
あ
る
の
で
之
を
横
条
一
あ
り
ま
す
。

一
全
を
完
全
に
し
て
雨
水
流
矢
を
一
に
す
る
に
つ
い
て
は
、
作
業
の
一

一

一

i

i

一
O
注
意

5
一
防
止
し
た
と
し
て
も
、
其
の
肥
一
難
日
勿
或
一
は
伺
仏
の
懸
念
カ
あ
る
一
一
、
愛
四
条
に
一
条
位
が
適
当

電
一
効
は
最
高
の
チ
ヅ
ソ
肥
料
で
も
一
事
と
思
わ
れ
る
が
、
他
県
に
於
一

一

一

一

で

し

ょ

う

約
一
五
O
%
と
云
わ
れ
ま
す
の
で
、
一
い
て
は
既
に
実
施
さ
れ
て
居
り
一
二
、
倒
伏
に
注
意
す
る
(
風
向
)

一
現
行
の
麦
作
法
で
は
恐
ら
く
コ
二
結
果
は
其
の
地
方
が
特
に
作
業
一

一
O
M
m
前
後
で
は
な
い
か
と
推
定
一
労
力
が
増
加
し
た
り
倒
伏
し
て
一
呆
樹
園
作
業

一

さ

れ

ま

す

。

一

因

っ

た

と

云

ろ

情

報

は

な

く

、

一

-
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D
一
も
う
後
一
一
ヶ
月
余
り
で
一
単
位
で
、
証
明
又
は
、
取
引
一
呼
び
ま
す
。

67一
'

:

一

を

し

場

合

に

、

何

か

罰

則

は

一

門

間

同

実

際

に

商

品

の

取

引

に

一

メ

ー

ト

ル

法

一

あ

る

か

一

あ

た

っ

て

、

何

か

よ

い

方

法

一

完

全

実

施

/

一

門

答

凶

メ

ー

ト

ル

法

の

計

量

単

一

生

な

ハ

ト

一
す
で
に
長
浜
町
唱
で
は
、
各
地
一
位
以
外
の
計
量
単
位
を
取
引
一
門

L
7
F叫
す
る
量
を
少
し
で

一
区
共
、
十
月
一
日
か
ら
実
施
し
一
又
は
証
明
上
の
計
量
に
用
い
一
も
早
〈
実
現
出
来
る
よ
う
に

了
一
着
々
と
メ
ー
ト
ル
法
へ
切
替
が
一
て
は
な
ら
な
い
事
に
な
っ
て
一
工
夫
す
る
事
で
す
。
そ
れ
に

岡
一
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
法
的
に
一
お
り
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
一
は
ま
聞
に
取
引
す
る
商
品
の

一
実
施
さ
れ
る
期
日
(
昭
和
三
四
一
に
処
せ
ら
れ
ま
す
一
一
O
O
瓦
な
り
一
斑
な
り
の

-
F
E
E
tよ
(

一

5
8
2
2
2は
一

号

互

主

と

し

て

陳

列

一
六
O
余
白
に
追
り
ま
し
た
、
一
門
答
〕
有
償
で
あ
る
と
無
償
で
一
し
て
置
く
事
な
ど
一
つ
の
よ

〆
さ
あ

l
皆
さ
ん
、
早
く
「
メ
一
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
物
又
は
一
い
方
法
で
す
。

ー
ト
ル
法
L

に
慣
れ
ま
し
ょ
う
一
役
務
の
給
付
を
豆
町
と
す
る
一
む
ろ
ん
、
従
来
の
実
際
の
取

一
業
務
上
の
行
為
を
き
口
う
一
引
が
日
常
生
活
で
は
官
匁
あ

十
軍国明回目ー...... 

月
農
林
作
業

(二)第 3{)号行暁
一
門
間
凶
穀
物
は
、
桝
目
売
り
に

日
一
な
る
の
か
.
そ
れ
と
も
目
方

月
一
売
り
に
な
る
の
か
。

毎
一
門
答
一
回
全
部
目
方
売
り
(
重
量

(
一
取
引
)
に
な
る
。

一
門
間
凶
土
地
又
は
建
物
に
関
す

一
る
計
量
関
し
て
は
ど
う
な
る

1
4
時

，

刀

山
一
門
答
凶
土
地
又
は
建
物
に
関
す

口
一
る
計
量
に
関
し
て
は
昭
和
四

町
一
一
年
三
月
三
一
日
以
前
に
お

江
一
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で

区
一
は
、
新
法
に
よ
る
法
定
計
量

詔
一
単
位
と
み
な
さ
れ
る
と
と
に

羽
一
な
っ
て
い
る
。

日
一
〔
問
凶
メ
ー
ト
ル
法
が
実
施
さ

れ
て
か
ら
後
に
、
尺
貫
法
と

か
ヤ
ー
ド
ポ
ン
ド
法
の
計
量

メ
j
ト
ん
法
~ 

の
道
明

門
尚
〕
こ
の
場
合
で
言
う
証
明

と
は

門
窓
口
公
に
又
は
業
務
上
他
人

に
一
定
の
事
実
が
真
実
で
占
め

る
旨
を
表
幽
す
る
事
を
一
一
=
口
う

〔
問
〕
メ
ー
ト
ル
法
で
は
回
、

畑
、
山
林
等
の
面
積
の
単
位

は
ど
ん
な
呼
び
方
を
す
る
の

仇
μ

門
匁
口
〕
回
、
畑
及
び
山
林
は
町

歩
を
「
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
と
呼

び
反
歩
は
「
十
ア
ー
ル
」
畝

歩
は
「
ア
ー
ル
」
と
そ
し
て

坪
は
一
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と

い
は
、
五
O
匁
の
場
合
が
一

番
多
い
の
で
、
と
れ
に
見
合

四
O
O
瓦
な
り
二
O
O
瓦
な

り
の
実
際
の
取
引
量
を
庖
先

に
陳
列
し
て
置
く
事
も
、
ヌ

一
つ
の
良
い
方
法
で
あ
り
ま

し
ょ
う

合
理
化
へ一

家
揃
っ
て

メ
ー
ト
ル
法

0
メ
ー
ト
ル
法
メ
モ

青
島
の
広
さ
は
約
O
、
二
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
約
二
O

町
歩
)
で
す
。

一
、
石
灰
硫
黄
合
剤
の
撒
布

着
色
増
進
剤
と
し
て
石
灰
硫

黄
合
剤
の
撒
布
は
数
ι
ニ
別
よ
り

行
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
本
年
も

現
在
ま
で
の
天
候
状
態
か
ら
見

て
、
着
色
が
遅
れ
、
浮
皮
果
が

多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

着
色
を
早
め
合
せ
て
取
穫
時
期

も
旦
く
す
る
為
に
是
非
石
灰
硫

黄
合
剤
の
撒
布
を
行
う
、
必
要
が

あ
る
u

第
一
回
目
の
撒
布
(
普
通
極
州
)

撒
布
時
期
-
:
十
月
下
旬

l
十
一

月
上
匂

撒
布
濃
度

根
石
灰
硫
黄
合
剤
一
ハ
い
O
倍
液

水
一
八
リ
ッ
ト
ル
(
一
斗
)
に
対

し
一
八
O
C
C
(
一
合
)

根
第
一
燐
酸
石
灰
三
%
液

水
一
八
リ
ッ
ト
ル
(
一
斗
)
に
対

第

四

団

長

浜

町

農
林
水
産
物品

評
会

本
年
よ
り
皆
さ
ん
m
l

要
望
に

応
え
水
産
物
も
一
諸
に
出
品
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
」
農
家
の

皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
水
産
業
者

の
方
も
一
戸
一
点
は
必
ず
出
品

し
て
下
さ
い
。

期
日
十
二
月
十
二
百
十
三
日

揚

所

高

校

講

堂

口一一三一一一三一=一一一一=一一一一一===一一一三一一一一巴一一一一一三=E=一一一言巴

質量(目方)の部

3.75グラム = 約4グラム

375クラム ニ約400クラム

3.750クラム =3.75キクロラム

約4キロクラム
一

1匁

100匁

工貫

ノレ法換算表

1ミリグラム =0.00027匁

工グラム ニLOOJミリグラム=0.2667匁

lキログラムニ1.0コ0グラム = 266.67匁

lトン =工.000キログラム=266.67貫

メー

し
五
四
グ
ラ
ム
(
一
五
匁
)

テ
デ
オ
シ
一
、

0
0
0倍
液

水
一
八
リ
ッ
ト
ル
(
一
斗
)
に
対

し
)
八
グ
ラ
ム
(
五
匁
)

N

下
展
差
剤

水
一
八
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
五
じ

に

(
O
、
一
一
勺
)

第
二
回
目
の
撒
布
(
普
通
温
州
)

撒
布
時
期
:
第
一
回
目
の
撒
布

よ
り
一
週
間

1
二

週
間
後

撒
布
濃
度

石
灰
硫
黄
ム
ロ
剤
一
O
O
倍
(
水

一
八
リ
ッ
ト
ル
に
対
し
て
八

0

C
C
)
展
着
剤

(
水
八
リ
ノ
ッ
ト
ル
に
対
五
仁
仁

。
調
合
よ
の
注
意

調
合
の
方
法
を
あ
や
ま
る
と

良
く
溶
け
な
い
か
ら
特
に
注
意

を
要
す
る
。

ま
ヂ
少
量
の
水
で
第
一
燐
酸
石

灰
を
溶
か
し
、
良
く
法
け
た
ら

所
定
量
の
水
に
稀
釈
し
て
後
、

硫
黄
合
剤
及
び
デ
デ
オ
ン
を
加

え
、
最
後
に
展
着
剤
を
投
入
撹

持
す
る
こ
と
。

二
、
秋
肥
の
施
用

秋
肥
の
施
周
は
従
来
収
穫
後

行
わ
れ
て
来
た
。
と
れ
は
牧
穫

前
に
施
用
す
る
と
現
在
樹
上
に

あ
る
果
実
の
着
色
に
影
響
が
あ

る
と
見
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

の
あ
た
L

か
い
心
を
町
内
の
託

鉢
に
求
め
集
っ
た
浄
財
を
こ
川

等
被
害
者
へ
贈
っ
た

知
事
表
彰

先
般
中
国
お
よ
び
関
東
地
方
一
物
資
を
相
も
ち
よ
り
代
表
者
二
厚
生
課
長

を

お

そ

っ

た

ム

員

二

十

二

号

に

一

山

崎

博

き

か

ら

町

役

場

民

生

一

土

居

孝

童

氏

よ
る
被
害
は
近
年
ま
れ
に
み
る
一
係
え
そ
の
送
付
方
を
依
頼
し
た
一
町
厚
生
課
長
土
居
孝
童
氏
は

大
惨
事
で
し
か
も
死
者
一
行
方
不
一
生
長
の
家
長
浜
相
愛
会
一
去
る
十
月
一
日
松
山
市
に
お
い

出一一明日間対一
p
h
詩
咋
(
仏
一
知
諮
問
提
出

与
に
町
内
で
も
各
種
団
体
一
長
大
野
雄
辛
)
で
は
こ
の
悲
報
一

学

校

等

に

お

い

で

こ

れ

等

号

一

に

っ

た

わ

る

や

た

だ

ち

に

同

志

一

雪

印

、

主

毒
な
人
等
を
救
う
運
動
が
一
行
わ
一
相
寄
り
町
内
有
志
の
方
々
に
協
一
径
一
市

れ

て

い

ま

す

。

一

カ

を

求

め

浄

財

一

万

一

千

一

百

一

過

日

地

区

委

員

の

方

を

通

じ

一
円
を
募
金
被
害
者
の
方
々
へ
一
明
治
神
宅
復
興
献
金
に
つ
を
皆

水

害

地

の

人

々

へ

一

の

見

舞

金

と

し

て

贈

っ

た

一

硝

肝

臨

む

肘

一

町

壮

一

口

中
学
生
の
温
情
一
水
害
義
昌
託
鉢
一
助
川
一
日
一
円
以
)
吋
…
恥
均
一
川
崎
一
市

長
浜
中
学
生
は
こ
れ
ら
水
害
一
長
浜
町
払
教
会
一
町
一
一
日
斗
八
円
の
多
額
に
達
し

地
の
人
々
の
惨
状
を
知
る
や
心
一
長
浜
町
仏
教
会
(
会
長
福
村
一
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
御
礼
申

あ
る
一
同
は
義
損
金
を
又
救
援
一
禅
教
氏
)
は
水
害
地
の
人
々
へ
一
上
げ
ま
す
。
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る
、
肥
料
は
施
用
し
て
か
ら
果
一
十
一
月
中
下
匂
一
十
一
月
中
下
旬
よ
り
良
く
着
色

実

に

影

響

が

出

る

ま

で

に

は

、

一

施

用

量

一

し

た

も

の

か

ら

収

穫

を

始

め

、

二
0
日
間
の
日
時
を
用
す
る
の
一
反
当
丸
喜
出
合
肥
料
四
五
メ
一
十
二
月
上
旬
に
は
収
穫
を
完
了

で
採
取
前
に
施
用
し
て
も
、
そ
一
三
、
温
州
密
柑
の
取
穫
一
す
る
事
が
時
期
的
に
最
も
良
い

の

年

の

果

実

の

着

色

が

遅

れ

る

一

採

取

時

期

一

と
一
云
う
事
は
無
い
か
ら
、
早
く

施
用
す
る
事
が
必
要
で
あ
る

J

施
用
時
期
・
普
通
温
州

教
育
振
興
費
に

戒
則
枝
父
兄
の
勤
労
奉
仕

風

義

損

金

あ
ふ
る
h

同
胞
愛
の
数
々

ム口

過
日
県
消
防
協
会
主
催
の
も
一
消
防
団
第
凶
分
団
(
消
防
自
動

と
に
消
防
技
術
の
向
上
を
は
か
一
車
)
が
出
場
入
賞
ソ
続
い
て
一
両

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
県
消
防
一
松
市
で
行
わ
れ
た
四
国
大
会
に

ポ
シ
プ
操
法
競
技
大
会
が
小
野
十
出
場
二
等
に
入
賞
、
町
消
防
団

材
自
衛
隊
駐
屯
部
隊
で
行
わ
れ
一
の
技
備
を
奔
揮
し
た
。

分
団
長
加
藤
一
外
一
一
一
名
長
浜
一

技消防ポンプ操法
四国大会 生当，

F三1入

戒
川
小
学
校
々
区
で
は
、
全

戸
の
父
兄
が
公
益
会
所
有
林
の

山
刈
奉
仕
に
よ
る
汗
の
結
日
間
三

万
円
を
学
校
教
育
振
興
の
資
金

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
公
民
舘

長
を
通
じ
て
申
出
が
あ
っ
た
。

当
時
の
模
様
を
御
紹
介
し
ま
せ

ぅ
。
九
月
七
日
朝
七
時
半
作

業
開
始
の
予
定
、
早
朝
薄
暗
い

曇
夫
に
風
を
ま
じ
え
た
霧
雨
が

横
な
ぐ
り
に
降
っ
て
い
た
。

多
少
の
雨
は
作
業
決
行
と
な

っ
て
い
た
の
で
、
参
加
者
一
O

七
名
は
行
程
四
粁
の
目
的
地
に

向
う
鎌
、
長
柄
鎌
等
思
い
/
¥

の
道
具
を
た
ず
さ
え
、
朝
霧
の

中
を
延
々
と
続
く
隊
伍
は
力
強

く
も
楽
し
く
見
え
た
。

作
業
場
に
到
着
す
る
や
、
後

藤
公
民
館
長
、
大
野

P
T
A
会

長
指
揮
の
も
と
に
全
員
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
に
つ
く
、
は
じ
め
の

う
ち
は
霧
が
深
く
作
業
者
一
人

一
人
の
様
子
は
見
え
ず
只
パ
ナ

/
¥
と
、
物
を
動
か
す
品
目
の
み

が
仕
事
の
進
む
の
を
知
ら
せ
て

く
れ
る
、
や
が
て
霧
が
落
さ
れ

晴
れ
間
ノ
¥
に
延
々
百
余
名
の

い
ば
ら
、
か
づ
ら
雑
木
に
い
ど

む
姿
が
勇
壮
に
浮
ん
で
く
る
o

E
に
偉
視
だ
、
待
に
出
合
い
仕

窪

先

生

寄

稿

ー

へ

ノ

コ

」

土

b

田川戸

/υ
仁
L

一士一仰

事
に
見
ら
れ
ぬ
熱
烈
な
作
業
振

灼
J

。長
柄
鎌
の
う
な
る
よ
う
な
速

度
両
手
に
鎌
を
ひ
っ
さ
げ
た
二

万
流
の
あ
ざ
や
か
な
手
さ
ば
ぎ

見
る
/
¥
内
に
作
業
は
進
ん
で

行
き
雑
草
い
ほ
ら
、
雑
木
は
な

ぎ
倒
さ
れ
て
若
杉
の
枝
振
り
が

次
々
と
姿
を
現
す
、
午
前
中
に

約
二
町
歩
の
下
刈
り
を
終
え
て

中
食
と
な
る
。

公
益
林
の
杉
並
木
の
下
に
あ

つ
ま
り
全
員
談
笑
の
中
に
排
当

を
ひ
ら
く
、
あ
ち
ら
に
火
を
か

こ
ん
で
)
回
、
こ
ち
ら
の
石
ぐ

ら
に
一
団
、
身
を
山
草
に
横
た

え
て
惑
う
者
鎌
を
と
ぐ
者
ま
る

で
映
画
に
出
て
く
る
野
武
士
が

山
賊
の
楼
家
を
思
わ
せ
る
光
景

だ。
一
日
の
作
業
は
和
気
諾
々
の

う
ち
に
終
り
奉
仕
の
実
り
は
学

校
に
捧
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た。
戒
川
校
医
父
兄
の
一
致
協
力

は
あ
の
学
校
時
哩
築
の
時
に
一
ボ
さ

れ
た
強
さ
を
そ
の
ま
L
に
、
か

く
て
い
つ

y
¥ま
で
も
持
続
さ

れ
て
い
る
事
を
ひ
し
/
¥
と
感

じ
さ
れ
る
一
日
で
あ
り
ま
し
た
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